
 
実行委員会の機関紙創刊準備号について 

障害者権利条約の批准と完全実施を目ざす京都実行委員会事務局 
第1回
だい かい

「ＪＤＦ地域
ち い き

フォーラムin京都
きょうと

」開催
かいさい

実行
じっこう

委員会
いいんかい

の呼びかけ
よ    

人
にん

事務局
じむきょく

会議
か い ぎ

というものが、2008
（平成

へいせい

20）年
ねん

の 10月
がつ

14 日に開催
かいさい

されてから約
やく

4年
ねん

。京都
きょうと

府内
ふ な い

の障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

など福祉
ふ く し

団体
だんたい

（現在
げんざい

は

42団体
だんたい

）、JDF（日本
に ほ ん

障害者
しょうがいしゃ

フォーラム）の構成
こうせい

団体
だんたい

を基本
き ほ ん

として集い
つ ど  

、竹下
たけした

義樹
よ し き

弁護士
べ ん ご し

を実行
じっこう

委員長
いいんちょう

とする「障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

の批准
ひじゅん

を求める
もと    

京都
きょうと

フォーラム実行
じっこう

委員会
いいんかい

」を結成
けっせい

したのが翌年
よくとし

（2009年
ねん

）

の 1月
がつ

。 
それからの私たち

わたし   

の様々
さまざま

な活動
かつどう

については、すでに皆様
みなさま

ご承知
  しょうち

のことで、2ヶ月
か げ つ

に 1回
かい

の定例
ていれい

会議
か い ぎ

、

ワークショップの開催
かいさい

、関係
かんけい

機関
き か ん

への要望書
ようぼうしょ

提出
ていしゅつ

、構成
こうせい

団体
だんたい

それぞれの活動
かつどう

紹介
しょうかい

など、団体
だんたい

同士
ど う し

の

相互
そ う ご

理解
り か い

と京都
きょうと

府内
ふ な い

における障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

や権利に関する
かん    

諸課題
しょかだい

について研鑽
けんさん

してきました。 
 結成

けっせい

以来
い ら い

、役員会
やくいんかい

や定例
ていれい

会議
か い ぎ

の場所
ば し ょ

の無料
むりょう

提供
ていきょう

、案内状
あんないじょう

の発送
はっそう

や資料
しりょう

の作成
さくせい

、また毎月
まいつき

の資金
し き ん

カ

ンパを 頂く
いただ  

など、多く
お お  

の方々
かたがた

の お力
  ちから

を得ながら
え   

ここまで活動
かつどう

を継続
けいぞく

することができました。

改めまして
あらた         

皆様
みなさま

に御礼
お れ い

申し上げます
も う  あ      

。 
 さて、その中

なか

でも、どうしてもやりたいと思いながら
おも       

出来なかった
で き     

こと、それは機関紙
き か ん し

の定期
て い き

発行
はっこう

で

した。幸い
さいわ  

、この夏
なつ

からは、インターネットを利用
り よ う

した「掲示板
けいじばん

」というものをお届け
 と ど  

出来る
で き  

ように

なりましたが、これも加入
かにゅう

団体
だんたい

によってはパソコンによるメーリングリストに登録
とうろく

されていないとこ

ろもあり、大きな
お お   

情報
じょうほう

格差
か く さ

が 生じて
しょう     

おりました。 
 この度

たび

、事務局
じむきょく

の方
ほう

を手伝って
て つ だ    

くださる方
かた

が何人
なんにん

か増えて
ふ   

、おかげ様
さま

でこれまで以上
いじょう

に幅広く
はばひろ  

動ける
うご    

ようになってきました。この機会
き か い

に、念願
ねんがん

だった紙
かみ

媒体
ばいたい

による「機関紙
き か ん し

（名
な

はまだ無い
な  

）」の発行
はっこう

を

試みる
こころ     

ことになりました。定期
て い き

発行
はっこう

は無理
む り

としても、緊急
きんきゅう

なニュースやご案内
  あんない

は無理
む り

としても、ゆ

っくりと地味
じ み

な、いつ読んで
よ   

いただいても何
なに

かしら役
やく

に立つ
た  

大事
だ い じ

な情報源
じょうほうげん

として発行
はっこう

していきたいと

思います
お も     

（もちろん、楽しい
た の   

ページも考えたい
かんが       

と思います
お も     

が）。 
 機関紙

き か ん し

のタイトルは「○○○」で名前
な ま え

はまだ決めて
き   

おりません。私たち
わたし   

実行
じっこう

委員会
いいんかい

の活動
かつどう

にふさわ

しい名前
な ま え

を募集
ぼしゅう

したいと思います
おも     

ので、ぜひ一緒
いっしょ

に 考えて
かんが     

いただければ幸い
さいわ  

です。来年
らいねん

１月
  がつ

の実行
じっこう

委員会
いいんかい

では、この機関紙
き か ん し

名称
めいしょう

についても皆様
みなさま

のアイデアをお伺い
 うかが  

したいと思います
おも     

ので、よろしくお

願い
ね が  

いたします。 
 それでは皆様

みなさま

、佳
よ

いお年
 と し

をお迎え
 む か  

ください。 

                                  ２０１２・１２・２０ 
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◎これまでのおもな動き      ★印：実行委員会の側の動き 
★2009 年２月  第１回「障害者権利条約の批准と完全実施をめざす京都フォーラム実行委員

会」（以下「実行委員会」）開催。（ひと・まち交流館、約３０団体。） 
 （以後、実行委員会として定期的に例会を行い、学習会やフォーラムを開催。42 団体へ。）   
★2010年２月   実行委員会から京都府知事、京都市長あてに、条例制定の要望書を提出。 
★2010年 12 月  実行委員会により、事例収集のワークショップを開催（京都テルサ） 

2011 年前半   京都府が「障害を理由とした不利益な取扱い等と思われる事例等」を募集。

（→約 480 件が集まる）   
★2011年７～８月  実行委員会により、亀岡、相楽、山科にてワークショップを開催。 
★2011年１～２月  実行委員会としても、差別と思われる事例を募集。  

2012 年３月 28 日  京都府により、第１回 「障害のある人もない人も共に安心して生き

生きと暮らせる京都づくり条例（仮称）検討会議」（以下「検討会議」）

が開催される（ルビノ堀川）。★33人の委員中 17 名が実行委員会メンバ
ー。 

   ★2012年６月 16 日  高梨憲司氏（千葉県）を講師として条例学習会。（京都ライトハウス） 
★2012年８月 19 日  「みんなで作ろう、私たちの条例を！」集会を開催。（京都テルサ） 
                            →次のページをごらんください。 

2012 年８月 28 日  第２回検討会議（医療・福祉分野）が開催される。（ルビノ堀川） 
★2012年 10 月 10 日  実行委員会により、第１回検討部会を開催。次の検討会議で話し合わ

れるテーマについて意見を出し合う。（京都府職員福利厚生センター）  
★2012年 10 月 31 日  第２回検討部会を開催。 
  2012 年 11 月  京都府により、タウンミーティング開催。（京都市、舞鶴、宇治の３会場） 
 ・ 

・ （この間、京都府の「検討会議」、実行委員会の「検討部会」が交互に開催される。） 
・       ・ 

   ★2012年 12 月 20 日 第６回検討部会を開催。 
 2012 年 12 月 26 日 第６回検討会議（不動産、情報・コミュニケーション、複合差別） 
 

    11 月の検討部会。大忙しの秋でした！  （写真提供：事務局） 
 

“わたしたち抜きでわたしたちのことを何も決めないで！” 条例づくり、いよいよ山場です。 



 
 ２０１２年

ねん

８月
  がつ

１９日
    にち

、京都
きょうと

テルサで、京都府
きょうとふ

の障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

禁止
き ん し

条例
じょうれい

を考える
かんが    

集会
しゅうかい

「み

んなでつくろう！わたしたちの条例
じょうれい

を」が開催
かいさい

されました。 

 事務
じ む

局長
きょくちょう

、矢吹
や ぶ き

さん（JCIL）のあいさつの後
あと

、京都府
きょうとふ

視覚
し か く

障害者
しょうがいしゃ

協会
きょうかい

の田尻
た じ り

さんが、条例
じょうれい

が何故
な ぜ

必要
ひつよう

なのかを、これまでの経過
け い か

を振り返りつつ
ふ  か え    

話されました
はな         

。そして、実行委
じっこうい

が行なった
おこ      

差別
さ べ つ

の事例
じ れ い

アンケート１８０事例
じ れ い

の内容
ないよう

が、事務局
じむきょく

の松波
まつなみ

さんから説明
せつめい

されました。 

 次
つぎ

に、それぞれの立場
た ち ば

からの差別
さ べ つ

の事例
じ れ い

などがいろいろと表現
ひょうげん

されました。 

京都府
きょうとふ

聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

協会
きょうかい

の皆さん
みな    

は、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の中
なか

の 

各場面
かくばめん

での差別
さ べ つ

を手話劇
しゅわげき

で、大変
たいへん

わかりやすく、ユーモアを 

込めて
こ   

表現
ひょうげん

してくださいました。手話
し ゅ わ

と身ぶり
み   

で表される
あらわ       

 

各場面
かくばめん

はまるで現場
げ ん ば

を見て
み  

いるかのようでした。 

             関西
かんさい

盲導犬
もうどうけん

協会
きょうかい

からは、盲導犬
もうどうけん

 

ユーザーの方
かた

が盲導犬
もうどうけん

について、 

説明
せつめい

してくださいました。毛
け

が落ちたり
お    

しないように、暑い
あつ  

季節
き せ つ

で

も犬
いぬ

に服
ふく

を着せて
き   

いることなど、初めて
は じ   

知る
し  

こともありました。 

 車椅子
くるまいす

障害者
しょうがいしゃ

のSさんは、タ 

クシーの乗車
じょうしゃ

拒否
き ょ ひ

などの日常
にちじょう

の中
なか

の差別
さ べ つ

の例
れい

をいくつか 

４コマ漫画
ま ん が

に描いて
か  

発表
はっぴょう

してくださいました。各場面
かくばめん

で、 

集会
しゅうかい

参加者
さんかしゃ

の中
なか

からも共感
きょうかん

を込めた
こ   

笑い声
わら  ごえ

が大きく
おお    

あが 
っていました。 

 そして、３名
  めい

の女性
じょせい

障害者
しょうがいしゃ

から、抜け落ちがち
ぬ  お    

な女性
じょせい

 

障害者
しょうがいしゃ

の声
こえ

をぜひとも取り上げて
と  あ   

欲しい
ほ   

と様々
さまざま

な事例
じ れ い

が 

報告
ほうこく

されました。なかなか訴えにくい
うった         

諸問題
しょもんだい

を 

一生懸命話
いっしょうけんめいはな

される姿
すがた

に、会場
かいじょう

の多く
お お  

の人々
ひとびと

が勇気付けられた
ゆ う き づ        

と思います
おも      

。 

 最後
さ い ご

に、会場
かいじょう

から寄せられた
よ     

様々
さまざま

な差別
さ べ つ

の事例
じ れ い

を短冊
たんざく

に書いて
か   

もらい、それをいくつか

読み上げました
よ  あ     

。 

 もっともっと時間
じ か ん

が欲しい
ほ   

という思い
お も  

はあれ、それぞれの障害
しょうがい

に応じて
おう    

訴え
うった  

が工夫
く ふ う

され、

大変
たいへん

有意義
ゆ う い ぎ

な集会
しゅうかい

だったと思います
おも     

。 

１４０人が 
参加して 

 

 

 



『 障 害

しょうがい

のある人

ひと

もない人

ひと

も共

とも

に安心

あんしん

して 

いきいきと暮らせる

く    

京都づくり

きょうと      

条 例

じょうれい

（仮称
かしょう

）』のめざすもの 
 2006年

ねん

12月
がつ

、「国連
こくれん

・障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

条約
じょうやく

」が採択
さいたく

されました。これは、障害
しょうがい

のある人
ひと

の基本的
きほんてき

人権
じんけん

を促進
そくしん

・保護
ほ ご

する国際的
こくさいてき

な原則
げんそく

です。 

 日本
にほん

はこの 条約
じょうやく

をまだ批准
ひじゅん

していません。（「批准
ひじゅん

」とは、国
くに

がその 条約
じょうやく

を守る
まも  

ことを正式
せいしき

に

約束
やくそく

することです） でも、批准
ひじゅん

に向けて
む   

、2010年
ねん

11月
がつ

、内閣府
ないかくふ

の「 障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改革
かいかく

推進
すいしん

会議
かいぎ

」の中
なか

に「差別
さべつ

禁止
きんし

部会
ぶかい

」が設定
せってい

され、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止法
きんしほう

制定
せいてい

の検討
けんとう

を進めて
すす   

います。 

 これに先立って
さきだ    

、各地
かくち

で障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止
きんし

条例
じょうれい

が作られて
つく     

います。2006年
ねん

、いち早く
  は や  

千葉県
ち ば け ん

が「

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に暮らしやすい
く     

千葉県づくり
ち ば け ん     

条例
じょうれい

」を作りました
つく       

。続けて
つづ   

、北海道
ほっかいどう

、

岩手県
いわてけん

、さいたま市
し

、熊本県
くまもとけん

、八王子市
はちおうじし

などで 条例
じょうれい

が作られて
つく       

きています。 

 そして、今
いま

、私たち
わたし    

の住む
す  

京都府
きょうとふ

でも、条例作り
じょうれいづく  

に向けて
む   

活発
かっぱつ

な話し合い
はな  あ   

が進んで
す す   

います。 
 
 条例

じょうれい

を作る
つく  

にあたって、大切
たいせつ

なことは何
なん

でしょう？ 

 第一
だいいち

に、多く
おお  

の障害者
しょうがいしゃ

、及び
およ  

その関係者
かんけいしゃ

等
など

が手
て

を結ぶ
むす  

ことです。障害
しょうがい

の違い
ちが  

、障害
しょうがい

の程度
ていど

の

違い
ちが  

、立場
たちば

の違い
ちが  

、考え方
かんが  かた

の違い
ちが  

、性別
せいべつ

や国籍
こくせき

の違
ちが

いなど、様々
さまざま

な違い
ちが  

にとらわれずに、誰
だれ

もが

暮らしやすい
く      

京都
きょうと

の街づくり
まち     

に向けて
む   

積極的
せっきょくてき

に意見
いけん

を交換
こうかん

していくことです。 

 第二
だいに

に、そうした 障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

、及び
およ  

その関係者
かんけいしゃ

等
など

の意見
いけん

を、充分
じゅうぶん

に反映
はんえい

させていくことです。

私たち
わたし    

当事者
とうじしゃ

等
など

を抜き
ぬ  

に、 私 た ち
わたし     

のことを決められて
き      

はたまりません。 私 た ち
わたし     

の声
こえ

を 充分
じゅうぶん

に反映
はんえい

させていきましょう。 

 第三
だいさん

に、今
いま

すでに国際的
こくさいてき

な原則
げんそく

もありますし、国
くに

でも検討
けんとう

が進められて
すす      

います。各地
かくち

にも 条例
じょうれい

が作られて
つく     

います。それらを 充分
じゅうぶん

参考
さんこう

にしつつ、それらから後退
こうたい

することなく、より良い
よ  

内容
ないよう

の

条例
じょうれい

を作って
つく   

いかなければなりません。 

 その目的
もくてき

に添って
そ   

、この機関紙
き か ん し

を発行
はっこう

していきたいと思います
おも     

。皆さん
み な   

、どうか積極的
せっきょくてき

にご意見
  いけん

をお寄せ
 よ  

下さい
くだ   

。                             【事務局】 
 
機関紙
き か ん し

を作らなければ
つく         

…と2012年
ねん

春
はる

頃
ごろ

から話し合いつつ
は な  あ      

、かなり遅く
お そ  

なってしまいました。 
 できましたら、皆様

みなさま

の積極的
せっきょくてき

な投稿を心から
こころ    

お願い
 ね が  

したく思って
お も   

います。（団体
だんたい

でも個人
こ じ ん

でもどなたで

もかまいません） 条例
じょうれい

への思い
お も  

や提言
ていげん

、差別
さ べ つ

の事例
じ れ い

などに限らず
か ぎ    

、日ごろ
ひ   

感じて
か ん    

いること、こうであっ

てほしいと思って
お も    

いること、その他
  た

なんでもかまいません。（4ページだけの機関紙
き か ん し

ですので、あまり長い
な が  

の

は掲載
けいさい

できませんが）  どうかご遠慮なく
 え ん り ょ   

、積極的
せっきょくてき

にご意見
 い け ん

などお寄せ
 よ  

下さい
く だ   

。     【事務局】 
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